
2019年 3月 

アカデミック・オフィス 

 

2019年春「とよのまなびコンソーシアムおおいた」単位互換制度の募集について 

 

APUは「とよのまなびコンソーシアムおおいた」を構成する高等教育機関の間で単位互換協定を締結し

ています。各機関で修得した単位は、APUで単位認定を行うことが出来ます。 

 

１． 対象者 

以下の条件をすべて満たすこと 

① 上記国内他大学で申請可能な単位数の上限を超えていないこと。 

② 学部学生であること。 

③ 2019年春セメスター時点で 3～7セメスター生であること。（早期卒業プログラム登録者の場合、卒

業予定セメスターでの受講はできません。） 

④ 2019年春セメスターに留学
．．

や休学中
．．．

ではないこと（
．．．．．．．

該当する学生は応募できません
．．．．．．．

）
．
。 

⑤ とよのまなびコンソーシアムおおいたの科目は大部分が日本語で授業が行われます。そのため、英

語基準の学生の場合は、日本語上級を修了していること。 

 

 

 

 

 

●注意● 

2015 年度より当プログラムを含む国内他大学で申請可能な単位数および受講可能な時期について制度が

改定されています。この制度変更に伴い、国内他大学での修得単位認定プログラムの申請可能条件は以

下のようになります。※2018 学部履修ハンドブック P．193～195 も併せて確認してください。 

 

プログラム名 申請時期 実施時期（受講時期） 

放送大学 1月 春セメスター 

大分大学との正課交流 3月 春セメスター 

とよのまなびコンソーシアム単位互換 3月 春セメスター 

立命館大学夏セッション 5月 春セメスター（8月下旬～9月） 

上記プログラム全体で 3科目 6単位の申請
．．

が上限 

 

※各プログラムの許可発表後に上記条件を超えていることが確認された場合は許可を取り消

すことがあります。 



２．単位互換提供科目一覧 

科目一覧・シラバスは、アカデミック・オフィスホームページに掲載しています。 

http://www.apu.ac.jp/academic/page/content0306.html/ 

アカデミック・オフィス HP⇒「他大学で学ぶ」⇒「とよのまなびコンソーシアムおおいた（単位互換）」 

    

※ APUにおいて各セメスターで定められている登録単位数上限には含まれません。 

 

３．選考  

申請者の成績や受講申請書の内容を考慮し、受講者を決定します。 

 

４．申請にあたっての注意事項 

一旦、受講が許可された科目は取り消しできません。必ず各自で履修計画を立てた上で申請を行ってく

ださい。 

 

５．費用の取り扱い 

① 受講に際して、授業料等は徴収いたしません。ただし、授業の内容によっては、学生からの実費徴

収（例えばフィールド・トリップ等の交通費など）を行う科目があります。その場合は、予め告知のう

え費用が徴収されます。 

②各機関までの通学にかかる費用は自己負担になります。そのため、同一機関で 2科目以上の受講を申

請する場合は、同じ曜日の科目を選択することを推奨します。 

 

６．単位認定について 

①単位認定分野および認定結果が確認できる時期 

 

②単位認定希望申請は必要ありません。単位修得した科目は、自動的に単位認定されます。 

③入学前/入学後の他大学等における学修（海外交換留学・国内交流プログラム・放送大学 

等）および言語教育科目の単位認定を総合して、卒業まで受けられる単位認定（T評価）の 

上限は 60単位です。 

 

実施時期 

（受講時期） 

どのｾﾒｽﾀｰの 

履修単位として 

認定されるか 

成績発表時期 
成績 

評価 

単位認定の結

果が成績表に

反映される時期 

単位認定分野 
単位認定 

申    請 

春セメスター 春セメスター 

春セメスター 

成績発表日 

（9月 9日） 

T 
秋セメスター 

（修正期間 2） 
共通教養科目分野 不要 

http://www.apu.ac.jp/academic/page/content0306.html/


７．申請期間 

申請期間：3月 25日（月）～ 4月 3日（水）16時 30分まで  

申請方法：以下のURLより申請してください。 

http://www.apu.ac.jp/academic/page/content0306.html/ 

 

８．受講許可者発表 

4月 24日（水）予定  Campus Terminalで発表 

 

９．注意事項 

単位互換科目の時間割および試験日程と APU科目の時間割および試験日程の重複がないように、各自で

時間割の調整をして下さい。時間割および試験日程が重複した場合の救済処置は一切ありません。 

 

以上 

 

http://www.apu.ac.jp/academic/page/content0306.html/

